
日時：12月7日（土）14：00～16：00 

主催：松戸市子ども部子ども家庭相談課 

 場所：千葉西総合病院 
   アネックス館 4階 講堂    
    ※常盤平駅徒歩8分 
     （駐車場・送迎バスあり） 

定員：先着200名 
※人数が多数の場合は入場をお断りする場合がございます。 

費用：無料 

※手話通訳・要約筆記あり 

 
貧困や虐待など、家庭での困難に直面する子ども
たち。彼ら・彼女らは、保護されたあとどうなっ
ていくのでしょうか。 
 
里親家庭や施設で育ち、かつて自分が育った施設
で働く立場から、また自分と同じように実親を離
れて育つ子ども・若者の声を社会に発信する立場
からお話させていただきます。 
 みつもと   かずのり 

＊一時保育を実施します＊【要予約（事前申込）】 
対象：6ヶ月～未就学児のお子さん 
人数：先着７名 
費用：無料 
※当日申込はお受けできませんので、ご了承ください。 

≪一時保育の申込、お問合せ先≫ 

松戸市子ども部子ども家庭相談課 

☎047-366-3941 

講師プロフィール 1988年千葉県松戸市生まれ。幼少期、ゴミだらけの家で親からの虐待を受けながら

育つ。小学校卒業後、里親家庭、児童自立支援施設、児童養護施設で暮らす。高校卒業後、千葉大学・
同大学院を経て、中学校教師。2015年より、かつて自身が過ごした児童自立支援施設に勤務。施設、里
親家庭で育った方へのインタビューサイト「そだちとすだち」を運営。子どもアドボカシー制度の設立
を目指す、子どもの声からはじめようプロジェクト代表。 
 

11月27日(水) 
まで 

※受付は、13時30分から開始します。 

 共催： 社会福祉法人 晴香 

児童家庭支援ｾﾝﾀｰ ｵﾘｰﾌﾞ 

講師：川瀬 信一氏 

～虐待・社会的養護の当事者に学ぶ～ 

アドバイザー：社会的養護専門官 胡内 敦司 氏         
(厚生労働省 子ども家庭局 家庭福祉課） 

社会医療法人社団 木下会 

千葉西総合病院 
 協力： 


	子育て講演会

